
5 あまくさ市議会だより 4あまくさ市議会だより

調査期間　令和７年８月１日～１２日
調査方法　電子アンケート、およびアンケート用紙での回答
　　　　　※アンケート用紙での回答は令和７年８月１日～６日まで

回答者数　２，６８０人
※アンケートにご協力いただき誠にありがとうございました。
　皆さまからいただきましたご意見を、今後の議会運営に生かしてまいります。

問１　あなたの性別を教えてください。

男性
女性
その他
回答しない
回答者数合計

回答者数

1,525
1,073

7
61

2,666

問２　あなたの年齢（年代）を教えてください。

１７歳以下
１８～１９歳
２０歳代
３０歳代
４０歳代
５０歳代
６０歳代
７０歳以上
回答者数合計

回答者数

11
10
104
215
519
662
616
539
2,676

問３　あなたのお住いの地区を教えてください。

本渡
牛深
有明
御所浦
倉岳
栖本
新和
五和
天草
河浦
天草市外
回答者数合計

回答者数

1,460
204
174
87
61
56
122
228
120
131
30

2,673

男性
57.2%
男性
57.2%

３０歳代
8.0%
３０歳代
8.0%

４０歳代
19.4%
４０歳代
19.4%

５０歳代
24.7%
５０歳代
24.7%

本渡
54.6%
本渡
54.6%

牛深
7.6%
牛深
7.6%

有明
6.5%
有明
6.5%

６０歳代
23.0%
６０歳代
23.0%

７０歳以上
20.1%
７０歳以上
20.1%

女性
40.2%
女性
40.2%

その他　0.3% 回答しない　2.3%

１７歳以下　0.4%
１８～１９歳　0.4%
２０歳代 3.9%

河浦　4.9%

天草　4.5%

五和　8.5%

新和　4.6%
栖本　2.1%
倉岳　2.3%

御所浦　3.3%

天草市外　1.1%

　令和７年第３回定例会（６月）で提出された議員提出第２号の議案は、継続審査となっていました

が、第４回定例会（９月）において、賛成多数により可決しました。

【議員提出第２号】天草市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について

天草市議会の議員定数現行26人を24人へ改正
（令和８年３月の選挙から適用）

４
TOPIC

議会運営委員会付託～天草市議会に関するアンケート結果～

●平成18年　合併当時の議員定数は30人

　（参考：合併前各市町の議員定数の合計は142人）

　　　　　　　　

●平成25年３月　議員定数を26人に削減

　（平成26年３月の選挙から適用）

　

●令和４年７月　議会改革調査特別委員会で、

議員定数に関する協議・検討を開始

●令和６年４月　議会改革調査特別委員会では

「現状維持とすることが適当」と結論

　　全員協議会で報告・協議・調整後、議会運

営委員会において令和６年６月に決定

●令和７年第３回定例会（６月）　議員４人か

ら議員定数を２人削減する条例改正案が議員

提出第２号議案として提出され、議会運営委

員会へ付託

　　議会運営委員会は、定数削減の根拠や改正

プロセスなど時間をかけた協議が必要と判断

し、議会（本会議）に「継続審査」を申出し、

決定

　〔議会運営委員会での審査〕

〇令和７年８月　議会運営委員会において、８

月１日から12日にかけて市民アンケートを

実施

〇令和７年９月　アンケート結果や議会改革調

査特別委員会の報告内容に加え、全議員の意

見の聞き取りを行い、議会運営委員会で採決

●令和７年第４回定例会　９月５日の本会議で

議会運営委員会の審査経過と結果を報告

　討論の後、採決

　　　　　　定数条例改正案を可決

議員提出第２号の内容

本会議での議会運営委員長報告の主な内容

天草市議会議員の定数を「26人」から「24人」へ改める。

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇ 〇審査の状況

・第３回定例会閉会後、６回の委員会を開催。

審査の進め方、令和６年の議会決定との整合

性、議員提出議案の在り方について主眼をお

き、審査した。

〇アンケート

・提案理由の根拠資料が十分でないとの意見が

あり、市民の意見を把握し、議案審査するた

めアンケートを実施した。

・結果は26人未満を適当とする回答が80％余

りを占めていた。

〇委員会での意見

・４人の削減を見据え、２人削減することは適

当。

・財政状況を懸念するものであり、報酬を減ら

して定数を増やすことも考えられる。

・議員定数削減は改革の第一歩。アンケートの

意見を真摯に受け止め、議会の見える化、市

民評価の必要性、議員の資質向上対策、議会

の多様性に向けた政策の立案など、さらなる

議会の活性化に取り組む。

〇審査の結果

　賛成多数で原案どおり可決すべきものと決定

討論の主な内容

　議案に対して４人の議員が、賛成か反対かの

自己の意見を表明

〇賛成（３人）

・財政状況を考慮し賛成する

・人口減少及び市民の民意を考慮し賛成する

・議会改革の第一歩として賛成する

〇反対（１人）

・定数を削減すれば経済的弱者、社会的弱者、

女性等の少数派の声が届きにくくなるため反

対する

議員定数の変遷と今回の定数条例改正案可決までの流れ


